
第
24
回
国
労
新
潟
・
運
転
協
定
期
委

員
会
が
３
月
28
日
13
時
か
ら
地
本
事
務

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
委
員
か
ら
職
場
の
問
題

点
や
出
向
先
の
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
か
ら
武
笠
執
行
委

員
、
長
谷
川
運
転
協
議
長
が
出
席
し
ま

し
た
。
長
沢
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

で
は
じ
ま
り
、
座
長
選
出
で
は
東
新
潟

機
関
区
分
会
の
長
部
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

本
多
議
長
の
あ
い
さ
つ
、
地
本
か
ら

上
石
委
員
長
、
東
日
本
か
ら
、
長
谷
川

運
転
協
議
長
、
武
笠
執
行
委
員
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

本
多
議
長
あ
い
さ
つ

「
検
修
外
注
化
が
３
年
目
に
な
り
出
向

が
終
了
に
な
る
時
期
だ
。
現
場
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
出
向
先
の
労
働
条
件
や
偽
装
請

負
な
ど
発
生
し
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

乗
務
員
の
睡
眠
時
間
の
問
題
な
ど
山
積

み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
運
転

協
の
運
動
の
進
め
方
な
ど
、
委
員
会
で

発
言
し
て
欲
し
い
」

地
本

上
石
委
員
長

あ
い
さ
つ

「
JR
各
社
の
回
答
が
、
出
さ
れ
て
い
る

が
JR
東
日
本
か
ら
の
回
答
が
無
い
。
各

分
会
か
ら
も
現
場
長
に
申
し
入
れ
る
よ

う
指
示
を
出
し
た
。
貨
物
は
16
年
ベ
ア

ゼ
ロ
の
回
答
と
な
っ
た
。
55
歳
以
上
は

１
５
０
０
円
の
加
算
と
な
っ
た
。
格
差

は
一
段
と
広
が
っ
て
い
く
状
況
だ
。
安

倍
内
閣
は
暴
走
し
て
い
る
。
沖
縄
基
地

埋
め
立
て
強
行
、
労
働
法
制
改
悪
、
集

団
的
自
衛
権
な
ど
反
対
し
て
い
こ
う
。

こ
の
選
挙
に
勝
っ
て
参
院
選
に
つ
な
げ

て
い
く
。
選
挙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

奮
闘
し
て
い
こ
う
。
組
織
拡
大
は
、
国

労
ら
し
い
運
動
を
展
開
し
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
」

○
出
向
に
な
っ
て
か
ら
、
今
ま
で
は
人

間
ド
ッ
ク
に
３
年
に
１
回
無
料
で
受
診

で
き
た
が
、
現
在
は
受
診
で
き
な
く
な
っ

た
。
仕
業
検
査
が
日
勤
勤
務
に
な
る
。

夜
間
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

●
委
託
会
社
へ
出
向
し
て
い
る
。
以
前

は
、
訓
練
の
時
の
弁
当
代
は
無
料
だ
っ

た
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｓ
へ
出
向
し
て
い
る
の
で

弁
当
代
が
徴
収
さ
れ
た
。
書
面
で
は
弁

当
支
給
と
な
っ
て
い
る
が
Ｎ
Ｔ
Ｓ
へ
出

向
し
て
い
る
の
で
弁
当
代
を
徴
収
さ
れ

た
。
今
後
は
訓
練
の
と
き
は
外
食
に
す

る
。
JR
東
日
本
へ
出
向
の
と
き
は
無
料

だ
っ
た
。

○
Ｎ
Ｔ
Ｓ
・
就
業
規
則
の
変
更
、
勤
務

時
間
が
変
わ
っ
た
。
勤
務
時
間
が
長
い

の
で
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
勤
務
時
間
が
変
更
に
な
っ
た
。

●
新
津
車
両
製
作
所
が
全
面
外
注
化
に

な
っ
た
。
他
の
会
社
と
統
合
に
な
っ
た

の
か
。
冬
季
は
消
雪
だ
っ
た
が
12
月
は

大
雪
に
な
っ
た
。
新
幹
線
Ｅ
４
系
が
雪

対
策
で
工
事
し
た
が
、
２
週
続
け
て
地

絡
し
た
。

○
３
月
ダ
イ
改
か
ら
車
両
の
運
用
が
変

わ
っ
た
。
新
車
を
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー

に
留
置
し
て
首
都
圏
へ
回
送
し
て
い
る
。

な
ぜ
車
両
セ
ン
タ
ー
で
作
業
に
な
っ
た

の
か
。
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国
鉄
新
潟３月のダイヤ改正で並行在来線が第三セク

ターになった。経営が苦しい状況なので利用

者、自治体への負担が大きくなってくる。

検修外注化～グループ体制の一体化・各地

方検修・出向に出ると戻りたくないという意

見が出されている。交検・臨修グループがあ

る職場はＪＲとして残っているが、それ以外

の職場は構内・入換業務しかない。業務を戻

す闘いを進めていく。

プロパーへの教育・養成がはじまる。①教

育の不十分さがある②数ヶ月ＪＲへ出向して

戻っている③実車への研修は難しい④判断能

力が無い。厳しい状況だ。

運転協交流会～組織拡大・何かのきっかけ

を生かしていくこと。プロパーへの呼びかけ

接触していくこと。青年の思いを共有してい

くことで、そこから拡大へつなげていく。

乗務員～職場では厳しい状況が続く。勤務

制度について問題がある。実態～予備が無い

待機予備になっている。常に待機、乗務員は

無給の時間がある。タブレットを渡されて客

の案内をしている。無給の状態でやっている。

サービスになっている。職場の実態を把握す

る。安全で働ける職場をつくっていく。



○
偽
装
請
負
～
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
委

託
会
社
と
JR
は
同
じ
フ
ロ
ア
ー
で
や
っ
て

い
る
。
同
じ
フ
ロ
ア
ー
で
点
呼
し
て
い
る

か
ら
直
接
、
JR
か
ら
指
示
を
受
け
て
い
る
。

JR
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｓ
へ
直
接
指
示
さ
れ
作
業
し

て
い
る
。

●
ダ
イ
改
後
の
問
題
～
１
２
９
系
は
導
入

後
、
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
新
車
の
モ

ニ
タ
ー
対
応
は
、
な
か
な
か
つ
い
て
い
け

な
い
。

○
昨
年
、
送
別
会
を
開
催
し
た
。
年
齢
構

成
は
60
歳
以
上
が
２
人
く
ら
い
で
、
あ
と

は
平
成
採
用
だ
。
60
歳
を
過
ぎ
て
も
若
い

人
と
同
じ
行
路
を
乗
務
し
て
い
る
。
６
０

０
キ
ロ
乗
務
。
60
歳
を
過
ぎ
て
乗
務
で
き

る
か
不
安
だ
。
線
路
は
第
三
セ
ク
タ
ー
も

あ
り
複
雑
で
乗
務
で
き
る
か
ど
う
か
。

関
西
支
社
と
の
団
交
記
録
で
60
歳
以
上

の
乗
務
距
離
は
１
０
０
キ
ロ
以
上
を
超
え

な
い
こ
と
。
ダ
ブ
ル
行
路
は
乗
せ
な
い
。

交
直
セ
ク
シ
ョ
ン
は
越
え
な
い
乗
務
。
貨

物
で
も
交
渉
記
録
と
し
て
残
せ
な
い
か
。
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